
 

 

クラゲの走光性行動に関する研究 

〜光源の色と種による反応の違いを探る〜 

 
宮城県仙台第三高等学校 理数科 

 

   

 近年、クラゲによる漁業被害が発生し、問題になっている。我々は、クラゲの持つ走光性

を利用した装置によって被害低減に貢献できるのではないかと考えている。しかし、この性

質についての研究論文は少なく、走光性を利用した装置の設計・開発は実現に至っていない。

予備実験により、クラゲの種類や照射する光源の色によって反応が異なることが考察された。

我々は未だ解明されていないクラゲの光に対する反応について、様々なクラゲの種類や光の

色に関して実験を行った。その結果、クラゲの反応の違いは、クラゲの遺伝子系統や生息水

深の違いが要因となっている可能性が示唆された。 

 

1 背景 

 我々仙台第三高等学校 61回生理数科 10

班は、本校で開催された「探究の日」に

先輩方が発表していたクラゲの GFP の研

究⁽¹⁾について知ったこときっかけに、ク

ラゲの生態に興味を持った。そこで 2024

年 5 月 18 日、宮城県七ヶ浜町菖蒲田浜で

クラゲの採集を行った。その結果、エダ

アシクラゲ(ヒドロ虫綱、花水母目、エダ

アシクラゲ科)、カギノテクラゲ(ヒドロ虫

綱、淡水水母目、ハナガサクラゲ科)、オ

オタマウミヒドラ(ヒドロ虫綱、花水母目、

オオタマウミヒドラ科)の 3 種のクラゲを

得ることができた。 我々はこれらのク

ラゲを本校へ持ち帰り飼育と観察を行っ

た。我々がクラゲの餌として用いたアル

テミアは光走性をもつ生物である⁽²⁾。ク

ラゲにアルテミアを与えるために光を当

てて集めていたところ、その光がオオタ

マウミヒドラにも当たり、その方向へ集

まる反応が見られた。これらの生物が持

つ走光性とは、光の方向へ向かって泳ぐ

性質である。 

我々はこの性質に興味を持ち、クラゲの

光に対する反応について、クラゲの種類

と光源の色の観点から実験・考察を行っ

た。 

Fig.1. 宮城県七ヶ浜市菖蒲田浜⁽³⁾ 

 

Fig.2. 宮城県七ヶ浜市菖蒲田浜 

 
Fig.3. エダアシクラゲ成体 

 

 



 

 

Fig.4. カギノテクラゲ成体 

 
Fig.5. オオタマウミヒドラ成体 

 

2 目的 

 近年、クラゲの大量発生によって火力発

電や漁業に被害が及んでいる。火力発電に

おいては、冷却に用いる海水の取水口にク

ラゲが侵入し、冷却水の取水が困難になる

ことや、除塵装置に負担がかかり損傷・故

障の原因となることが問題になっている。 

 漁業においては、クラゲが漁具に大量に

侵入したり、クラゲの刺胞細胞が漁獲物に

刺さり、鮮度が下がったりすることで被害

が発生している。このような被害を防ぐこ

とを目的として、東京海洋大学ではクラゲ

の光刺激による運動を制御し、クラゲと人

の棲み分けにつながる技術の開発が試みら

れた⁽⁴⁾。しかし、有効な技術の開発の成功

には至っていない。クラゲの走光性につい

ての先行研究は少なく、この性質は完全に

は明らかにされていない。そのため我々

は、クラゲの種や照射する色による反応の

違いやその要因を明らかにすることで、ク

ラゲとヒトの活動区域を分離し、火力発電

や漁業への被害を軽減させることを目的と

して研究を行った。 

 

３ 予備実験・仮説 

 採集で得たエダアシクラゲ、カギノテク

ラゲ、オオタマウミヒドラにそれぞれスマ

ートフォンの白色光（5269lx）、赤色光と

青色光の植物育成用 LEDライトを照射して

反応を観察したところ、エダアシクラゲと

カギノテクラゲは 3色のどの色にも反応を

示さなかった。オオタマウミヒドラは白色

光にのみ走光性を示した。白色光は赤、

青、緑の三原色で構成されている。我々は

観察の結果や光の三原色から、緑色の光の

成分にクラゲの走光性の反応が関係してい

るのではないかと考察した。今後の実験に

あたって、「クラゲは緑色光に反応す

る。」という仮説を立て、検証を行った。 

 

 

 

 

 

 

Table 1. 種と光源の色による走光性の有無 

 

 

Fig.6. 光の三原色⁽⁵⁾ 

 

 

４ 実験 

 反応を示したオオタマウミヒドラが死滅

し、入手が困難になったため実験に用いる

ことができなかった。そのため宮城教育大

学出口研究室様から頂いたサルシアクラゲ

(ヒドロ虫綱、花水母目タマウミヒドラ科)、

エダアシクラゲ(ヒドロ虫鋼、花水母目、エ

ダアシクラゲ科)のポリプ(クラゲの生活史に

おける段階の一つで、サルシアクラゲ、エ

ダアシクラゲともに地面に根を張っている

状態)を遊離させ、幼体の状態の 2種類を用

いて実験を行った。 

 また、今回の実験では光源をスマートフ

ォンのライトで統一し、干渉フィルターを



 

 

用いて光源の色を変化させた。白色光に干

渉フィルターを通すことで、特定の波長の

みを照射し、他の波長は遮断した。本実験

では、赤色に 640nm、緑色に 550nm、青色

に 480nmの波長を取り出すフィルターを用

いた。 

 材料はエダアシクラゲ、サルシアクラ

ゲ、スマートフォン(撮影用と光源用で計 2

台)、干渉フィルター、三脚、暗幕、ピペッ

ト、海水、容器である。 

 まず暗幕で太陽光や実験室の蛍光灯を遮

断し、その中に動画撮影用のスマートフォ

ンを三脚で固定した。また、海水の入った

容器を入れ、角から光源を照射した。撮影

開始後、クラゲをピペットを用いて容器の

中央から入れ、2分間様子を観察した。ク

ラゲは各種一回の実験ごとに 15匹ずつ無作

為に抽出して取り出し、クラゲの種類と光

源の色ごとに 3回ずつ実験を行った。 

 また、動画を用いて、クラゲの容器に光

源がある角から対角線に線を引き、その線

に垂直になるような線で容器を 2つの空間

に区切った。光源に近い方の空間①に集ま

ったクラゲの個体数から光源に遠い方の空

間②に集まったクラゲの個体数を引くこと

で、クラゲの走光性の度合いを数値化し

た。 

 

 

Fig.7. サルシアクラゲのポリプ 

Fig.8. サルシアクラゲ幼体 

Fig.9. エダアシクラゲのポリプ 

Fig.10. エダアシクラゲ幼体  

Fig.11. 干渉フィルター 

Fig.12. 走光性の定義 

 

 

 

５ 結果 

 実験の結果をもとにグラフを作成した。

各種クラゲ、そして色ごとに 15匹×3回実

験を行ったため、1回毎の領域①−②の値を

合計して縦軸の値を求めた。実験の結果、

どのクラゲも正の走光性を示すことが確認

できた。サルシアクラゲは緑色に、エダア

シクラゲは青色に最も強い走光性の反応を

示した。 



 

 

Table 2. 走光性の度合い 

 

 

 

６ 考察 

 これらの実験結果から、クラゲは白色光

と緑色光以外の光源でも走光性を示すこと

が確認できたので、「クラゲは緑色の光に

正の走光性を示す」という仮説を棄却し、

クラゲの反応とクラゲの種類・光源の波長

の関係について考察した。 

 予備実験で、エダアシクラゲは三色のど

の色にも反応を示さなかった。しかし本実

験においてはエダアシクラゲは度合いに違

いはあったが、どの色においても走光性を

示した。予備実験で用いたエダアシクラゲ

は遊離してからある程度成長した個体であ

ったのに対し、本実験で用いたエダアシク

ラゲはポリプから遊離直後の幼体を用いた

ので、走光性の性質はクラゲの成熟度によ

って異なることが示唆された。先行研究か

ら、アルテミアや一時性プランクトンは成

長段階によって持っている性質が正の走光

性から負の走光性へと変化することが知ら

れている⁽⁶⁾。 

 また、我々の実験で走光性を確認したオ

オタマウミヒドラ、エダアシクラゲ、サル

したクラゲはいずれもヒドロ虫綱花クラゲ

目に属していた。クラゲの走光性には遺伝

子が関係しており、花クラゲ目の他のクラ

ゲも走光性の性質をもっている可能性があ

る。 

 クラゲの生息している水深も、クラゲの

光に対する反応の違いの要因の一つとして

挙げられる。波長の長い赤色光は海水に吸

収されやすく水深の浅い部分までしか届か

ないが、波長の短い青色は吸収されにく

く、深部まで届くことがわかっている⁽⁷⁾。

そのため、生息水深が浅いクラゲは赤色光

を受け取ることができるが、生息水深の深

いクラゲは赤色光を受け取りづらいといっ

た特徴があることが推測できる。エダアシ

クラゲやサルシアクラゲの生息水深は参考

文献によって様々であったため、これらの

クラゲの色ごとの反応の違いによって、ク

ラゲの生息水深を特定できる可能性があ

る。 

 また、本実験では白色光に対する反応が

青や緑の光よりも弱かった。我々の仮説で

は、白色光は実験で用いた赤・青・緑の 3

色を混合させた光であるため、走光性の反

応を引き起こす成分を含んでおり、反応の

強い光源と同様の反応を示すと考えてい

た。このような結果になった原因として、

強弱がクラゲの走光性の反応に違いを生む

ことが挙げられる。今回の実験では同じ光

源から干渉フィルターを用いて赤、青、緑

の光を取り出した。そのため白色光はその

他の色の光源より光の強度が強く、反応が

弱まった可能性がある。例えばミドリムシ

は、光強度の弱い光源には正の走光性を示

し、光強度の強い光源には負の走光性を示

す⁽⁸⁾。このようにクラゲにも正の走光性を

示す適切な光強度があることが考えられ

る。 

  さらに、光に対する反応には、ロドプ

シンの構造が関わっている可能性がある。

ロドプシンとは、光の強弱を感知する桿体

細胞に含まれる感光色素タンパク質の桿体

細胞の視物質である。ヒトのロドプシン

は、主に青から緑の波長を受容して光の強

弱を感知している。また、名古屋工業大学

の先行研究から、ハコクラゲが原始的な無

脊椎動物でありながら、光受容機能を担う

光受容タンパク質(クラゲロドプシン)を持

ち、その機能が哺乳類などの脊椎動物の桿

体細胞と似た光反応特性を持っていること

がわかっている⁽⁹⁾。ハコクラゲもオオタマ

ウミヒドラ等の実験で走光性を確認できた

クラゲと同じ花水母目に属しており、実際



 

 

に強い正の走光性を示す動物である。これ

らのことから、本実験で走光性を示したク

ラゲの光受容タンパク質も、ハコクラゲと

同様に哺乳類の桿体細胞に含まれるロドプ

シンと同様の光反応特性を持っている可能

性がある。そして、エダアシクラゲやサル

シアクラゲが主に青や緑に反応したのは、

それぞれの種の光受容タンパク質の中にあ

るロドプシンが青や緑の波長を受容しやす

かったからだと考えられる。 

 

 

Fig.13. 視物質が吸光する光の波長⁽¹⁰⁾ 

 

 

７ 結論・今後の展望 

 クラゲの反応の違いには遺伝子系統や生

息域が要因となっていると示唆されたた

め、我々は新たに「クラゲは進化過程の構

造の違いや生活している水深により、光に

対する反応の違いが決定づけられている」

と仮説を立てた。 

 今回の我々の実験では、各クラゲの反応

の違いとなっている要因を完全に明らかに

することはできなかったが、有力な手がか

りを得た。今後、別種のクラゲを用いて実

験を行い、反応の結果とクラゲの特徴を比

較し、反応の違いの要因を明らかにした

い。また、今回は実験に用いた光源の光度

が均一でなかったため、今後は光度計で各

波長の光度を計測して同様の実験を行いた

い。 
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